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1999 年 7 月から北海道日高山脈周辺において臨時テレメータ地震観測が大学合同で行われている。参加大学は
北海道大学、東北大学、東京大学地震研究所、名古屋大学、京都大学防災研究所、九州大学などである。定常観測
点を合わせると観測点数は約８０である。さらに2000 年 11 月以降はマグニチュードの大きい地震に限り、防災科
学技術研究所の高感度地震観測網 Hi-net の波形データをホームページからダウンロードして加えている。その結
果、日高山脈の東側では、太平洋プレートに関連する地震が非常に特異な分布を示すことが明らかになった。 
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北海道大学ではＷＩＮシステム [Urabe and Tsukada, 1992] によりトリガ波形と連続波形記録を作成している。
トリガ波形記録は自動検測プログラムによって処理され、暫定的な震源が決定される（自動処理）。次に人間の目
でトリガ波形ファイルを１つづつチェックし、自動処理された結果から地震ではないものを除き、Ｐ波、Ｓ波到着
時の読取が明らかに不適切なものを修正する（一次処理）。一次処理後再度トリガ波形記録を一つづつ表示して吟
味し、マグニチュードが大きい地震の S/N 比の非常に良い到着時のみを注意深く選択した（二次処理）。震源決定
には HYPOMH [Hirata and Matsu'ura, 1987] を使用した。二次処理後の到着時データを Zhao et al. (1992, 1994) 
が開発したプログラムに入力して３次元地震波トモグラフィーを行った。得られたＰ波とＳ波の速度構造を仮定し、
一次処理後の震源の再決定を行った。 

1999 年 8 月 1 日から 2001 年 2 月 25 日までに約 6000 個の震源が決定された。その結果、日高山脈の東側では、
太平洋プレートに関連する地震が非常に特異な分布を示すことが明らかになった。すなわち十勝沖では太平洋プ
レート上面の地震活動は低調であるが、プレート内部を鉛直または水平に断ち割るような面上で活動が活発である。
このような面状分布は 3 枚見られる。1993 年釧路沖地震の震源域の西側隣接部の水平な面、海溝に垂直な走向を
持つ鉛直な面それに海溝に平行な走向を持つ鉛直な面である。こららの地震は定常的に発生していて、余震活動で
はない。 
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